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英語名：Hyperglycemia 
 

Ａ．患者の皆様へ 
 

 

 

 

 

ここでご紹介している副作用は稀なもので、必ず起こるものではありません。ただし、副

作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすことがあるので、早めに「気

づいて」対処することが大切です。そこで、より安全な治療を行う上でも、本マニュアルを

参考に患者さんご自身またはご家族に副作用の黄色信号として「副作用の初期症状」がある

ことを知っていただき、気づいたら医師あるいは薬剤師に連絡してください。 

 

 

 血液中のブドウ糖濃度が高くなった状態である「高血糖」は、医薬

品によって引き起こされる場合もあります。 

副腎皮質ステロイド薬、高カロリー輸液、免疫治療薬などでみられ

ることがあります。何らかのお薬を服用していて次のような症状がみ

られた場合には、放置せずに医師・薬剤師に連絡 してください。 

 

「口渇（のどがかわく）」、「多飲」、「多尿」、「体重減少」などがみられ、

これらの症状が急に出現したり、持続したりする。 

 

ただし、高血糖になっていても症状がみられない場合も多く、他の

ことで医療機関を受診した時に、血糖を測定してはじめて指摘される

こともあります。 

 

高血糖 
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１．高血糖とは？ 

 高血糖とは、血液中のブドウ糖濃度が高くなった状態です。  

高血糖は、血糖値を下げるホルモンであるインスリンの作用が不足す

ることによって起こります。インスリンの作用の不足は、インスリン

を分泌する膵臓の β
ベータ

細胞からのインスリンの分泌が低下している場

合と、インスリンがブドウ糖を取り込ませる骨格筋などでインスリン

の感受性が低下している（インスリンの効きが悪い）場合があります。 

症状として、「口渇（のどがかわく）」、「多飲」、「多尿」、「体重減少」

などが知られています。 

ただし、高血糖になっていても症状がみられない場合も多く、他のこ

とで医療機関を受診した時に、血糖を測定してはじめて指摘されるこ

ともあります。 

高血糖は医薬品によっても起こります。多くの医薬品が原因になり

得ますが、代表的なものとしては、副腎皮質ステロイド薬、高カロリ

ー輸液、抗悪性腫瘍剤・免疫抑制薬などでみられることがあります。 

医薬品によって高血糖が起こる場合、インスリン分泌が低下している

場合とインスリン感受性が低下しているインスリン抵抗性の場合とが

あります。 

 

２．早期発見のポイント 

 口渇、多飲、多尿、体重減少などの症状は、高血糖が進んだ場合の

症状であり、認められれば、すぐに医師を受診してください。血糖値

が 350～400mg/dL を超えないと、症状が無い場合もありますので、他

のことで医療機関を受診した時に、血糖値を測定してはじめて指摘さ

れることもあります。 

受診する際には、服用した医薬品の種類、服用からどのくらいたっ

ているのか、などを医師に知らせてください。 

なお、高血糖を起こす可能性がある医薬品、すなわち、副腎皮質ス

テロイド薬、高カロリー輸液、免疫治療薬などでの治療を受ける方は、

あらかじめ、担当医から使用する医薬品の種類、 その特徴、効果、高

血糖を含めた副作用とその監視のための検査計画などの説明があると

思いますので、その指示に従ってください。  
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※ 医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、このホームページにリンクしている

独立行政法人医薬品医療機器総合機構の「医療用医薬品 情報検索」から確認することが

できます。 

http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

 

※ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく公的制度として、医薬品を適正に使用し

たにもかかわらず発生した副作用により入院治療が必要な程度の疾病等の健康被害につ

いて、医療費、医療手当、障害年金、遺族年金などの救済給付が行われる医薬品副作用被

害救済制度があります（対象除外医薬品による健康被害など、救済給付の対象にならない

場合もあります）。 

（お問い合わせ先） 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 救済制度相談窓口 

http://www.pmda.go.jp/kenkouhigai.html 

電話：0120－149－931（フリーダイヤル）[月～金] 9 時～17 時（祝日・年末年始を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


